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はじめに

　多くの人は、世界一周旅行と聞くとどのような旅行をイメージするのでしょうか？ごくごく限られた人達だけの旅行と考える方が多いのではないでしょうか？そして、まだまだ自分達には縁の遠い物だと考えられる方がほとんどだと思います。

　

　１９７２年の東京オリンピック開催の年に、海外旅行が自由化されてから、日本経済の発展と共に海外旅行を楽しむ方が急速に増え続けてきました。　

　さらに近年の航空券の値下がり（格安航空券の登場）などにより、ある特定の場所を目的地とする往復旅行は、数年前と比較すると驚くほど手軽に行けるようになり、ゴールデンウィーク、夏休み、年末年始の時期には、ニュース番組で成田空港の様子と共に「海外で過ごす旅行者は、前年より○○人多い○○万人となりました。」というセリフを聞くのが風物詩となった感さえあります。

　

　それと比較すると世界一周旅行というものに対してはどうしても一歩引いた感じになってしまっているように感じます。実際にはこちらも非常に身近な物となってきているのですが……。

　

　ただし身近になっているとはいえ、それを実施するためには、時間的な問題や金銭的な問題などの諸問題が山積していることもまた事実です。

　また情報不足からくる未知の国々への不安や、毎日ニュースで洪水のように伝えられる、観光客が巻き込まれた数多くの犯罪事件、交通機関の事故などの情報もまた世界一周旅行を遠い存在にしている大きな要因であると考えられます。言葉の問題や食事の問題もあるでしょう、そして気候の問題ももちろんあるでしょう。それらの不安要因を数えはじめたらきりがありません。

　

　自分もそれら数多くの不安を抱えながらも世界中を訪問して無事に日本に戻ってくることができました。それは元来から“旅行好き”という要素ももちろんあるでしょうが、それを実行しようと思い立った一番の決定的な要因は「とても安い世界一周チケットを手に入れたから！」に他なりません。

　

  旅行中、旅行後に大勢の旅行フリークの方々と出会い、話をしましたが、ほとんどの方が世界一周チケットの存在すら知らないということに気付いたのです。

　

　これだけ海外に渡航する人達が増えて、海外旅行フリークが老若男女を問わずちまたにあふれている時代に、世界一周チケットの存在を知らないばかりに「世界一周旅行には行ってみたいけど…」と考えてはみたものの、それを実行に移せない方のために、“少しでもその考えを実行に移すことができるように”との思いを込めて、世界一周チケットの詳しい内容と、そのチケットを使って実際にどのような旅をすることができたのかをこれから述べていきたいと思います。

　

　ただしこのチケットの特徴として、航空券のみの手配であるために、宿泊場所や現地での交通機関（列車や、フェリー等）は自分で手配をしなければなりません。

　それらの手配が不便だと思われる方は、「世界一周フェリーの旅」等をご利用になる方が便利だと思われます。ただし始めのうちはそれらの手配が不便に思われかもしれませんが、数回行ううちにすぐに慣れてしまうことは間違いありません。

　第１部では私が利用した世界一周チケットについて、そして第２部では実際に歩き回った足跡を記しています。

　この本により、少しでも多くの方が世界一周旅行にチャレンジして、今まで得ることの出来なかった一段とスケールの大きな旅行を楽しむことができるようになれば幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　２００３年９月1日　　　   　　　　　  越智　菊男
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